
 

高等部 3年 産業現場等における実習（現場実習） 

6月 19日から産業現場等における実習がスタートしました。高等部 3年生は卒業後の 

「豊かな生活」のための進路を決定していく機会となります。 

［実習先での活動の様子］ 

 

 

 

 

 

［現場実習先からの評価の一部］ 

・職員の言葉掛けに声を出して応えたり、笑顔で応えたりすることができた。 

・２年生の時は「わかりません。」ということが多かったが、今回ははっきり自分の思いを伝えてくれた。 

自分から利用者さんに対して、話しかけていた。コミュニケーション面で成長を感じた。 

・わからないことを自分で考えすぎて時間がかかってしまった。 

・慣れてきたところで友達言葉が出てしまった。 

・普段接しないスタッフをあえて対応させても、目で合図してやりとりをしてくれていた。 

・初めは緊張していたが、目を合わせても嫌がらずに反応してくれた。 

今回の現場実習で各生徒が受けた評価では、コミュニケーション面での記述が多く、その大切さを改め

て感じました。また、２回目の実習先で、前回からの成長を示すことができたことが評価されたケースがあり

ました。 

 実習後には、今回を踏まえて卒業後の進路希望先と次回の現場実習希望先を決定していきます。 

 次回の現場実習までの期間で、成果をさらに伸ばしたり、課題を改善できるように工夫したりすることに、 

 本人と家族、学校で取り組んでいくことが大切になります。 

書籍の紹介「仕事に行ってきます」シリーズ 

 

 

 

 

 

                                         …等々 

「仕事に行ってきます」シリーズはいろいろな職業につく障害のある方の 1 日を追った絵本仕立ての書

籍です。また「仕事」に直接かかわる部分だけでなく、生活の部分にも触れられる内容となっています。 

●「仕事のある暮らし」を伝えます 

仕事だけを切り取るのではなく、朝起きてから寝るまでの、実際に働いている人の 1 日を、時間の流れを

追って紹介します。抽象的ではなく、具体的に、「はたらく」ことで起きる出来事を伝えます。 

●「好き」から、仕事に関心を 

職種を「興味・関心」でジャンル分け。自分の「好き」から本を手に取ってもらえるように工夫。 

●ご家族、支援者向けのページも 

その仕事につくには、どうしたらいいのか。サポートする周りの方への情報も、掲載しています。 

気になった方はインターネット等で「仕事に行ってきますシリーズ」と検索してみてください。 

高等部部の進路学習 
今回は小中高の記事をすべて掲載しました。

他学部の記事も併せてご覧いただければ幸

いです。 


